
２
０
２
４
年
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
さ
て
、
本
年
は
元
日
早
々
、

石
川
県
を
中
心
と
し
た
大
地
震
が
発
生

し
、
死
者
・
行
方
不
明
２
５
０
名
以
上
、

数
万
人
が
寒
空
の
下
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
援
に

向
か
お
う
と
し
て
い
た
海
上
保
安
庁
の

航
空
機
が
羽
田
空
港
で
旅
客
機
と
衝
突

す
る
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、
５
名
の
乗

員
が
殉
職
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
に
は
お
悔
や
み
を
、
被
害
を
受
け
た

方
に
は
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏

金
作
り
は
、
検
察
に
よ
る
事
務
所
の
捜

索
が
続
き
、
逮
捕
者
も
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
総
額
は
数
億
円
に
お
よ
ぶ
と
も
言

わ
れ
て
い
て
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
の

徹
底
解
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
利
益
を

目
的
と
す
る
企
業
が
政
治
家
に
資
金
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
法
律
の
範
囲
内
で

あ
っ
て
も
政
治
介
入
・
利
益
誘
導
を
狙
っ

て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
ま
す
。
政
党
助

成
金
が
導
入
さ
れ
た
と
き
に
原
則
企
業

・
団
体
献
金
は
禁
止
さ
れ
た
は
ず
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
政
党
支
部
へ
の
献
金
が

許
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
抜
け
道
が
用
意

さ
れ
、
い
わ
ば
二
重
取
り
の
よ
う
な
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
問
題
で
す
か
ら
、
事
件
の
根

は
深
く
政
治
腐
敗
は
お
お
も
と
に
ま
で

及
ん
で
い
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
岸
田
首
相
は
、
疑
わ
れ
た
政
治

家
本
人
が
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
な
ど

と
、
政
治
家
個
々
の
問
題
の
よ
う
に
描

い
て
見
せ
ま
す
が
、
疑
惑
は
自
民
党
全

体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
腐
敗

し
た
政
権
に
は
退
場
し
て
も
ら
い
、
清

潔
で
ま
っ
と
う
な
政
治
を
し
て
く
れ
る

政
府
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

幸
い
本
年
は
、
都
知
事
選
を
は
じ
め

と
す
る
大
き
な
地
方
選
挙
、
参
議
院
議

員
選
挙
、
そ
し
て
衆
議
院
議
員
の
総
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
年
で
４

０
兆
円
と
も
い
わ
れ
る
軍
拡
路
線
か
、

消
費
税
を
緊
急
に
５
％
に
減
税
し
消
費

の
拡
大
で
日
本
経
済
を
立
て
直
す
路
線

か
、
労
働
者
・
国
民
に
与
え
ら
れ
た
団

体
行
動
＝
ス
ト
権
、
選
挙
権
を
活
用
し
、

暮
ら
し
や
す
い
住
み
た
い
と
思
え
る
国

を
作
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
建
交

労
東
京
都
本
部
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

■
１
月
１
１
日
付

中
央
本
部
通
達
０
１
０
号
■

全
国
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
建
交
労
の

み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
す
。
本
年

１
月
１
日
の
夕
方
４
時
過
ぎ
に
発
生
し

た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
（
能
登
半

島
地
震
」
）
は
、
Ｍ
７
・
６
最
大
震
度

７
を
記
録
し
ま
し
た
。
地
震
発
生
直
後

に
は
能
登
方
面
の
日
本
海
沿
岸
部
で
津

波
が
襲
い
か
か
り
、
家
屋
な
ど
が
水
没

し
、
人
的
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
石
川

県
で
は
死
者
２
０
２
人
、
安
否
不
明
者

３
２
３
人
、
県
内
避
難
所
約
４
０
０
ヶ

所
に
は
約
２
万
６
千
人
が
身
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
（
１
月
９
日
現
在
）
そ
の
内
、

珠
洲
市
内
、
能
登
町
、
七
尾
市
に
居
住

す
る
建
交
労
石
川
県
本
部
に
結
集
す
る

北
陸
ダ
ン
プ
支
部
（
１
名
）
、
北
信
越

労
職
支
部
石
川
分
会
（
４
１
人
）
が
家

屋
の
全
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
な
ど
の

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
石
川
分
会
の

組
合
員
１
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
石
川
県
本
部

の
石
田
直
道
委
員
長
は
分

会
員
た
ち
の
状
況
把
握
の

為
に
５
日
か
ら
現
地
入
り

を
し
て
い
ま
す
。
建
交
労

は
、
被
災
さ
れ
た
仲
間
と

住
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
今
後
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
す
。

１
月
５
日

石
川
県
労
連
内
に
「
支
援

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
全
労
連
は
１

月

１
０
日
に
「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
・
対
策
支
援
募
金
」
の
と
り
く
み

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
現
地
の
状
況

を
掌
握
し
た
う
え
で
、
支
援
物
資
の
搬

入
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
具
体
的

な
支
援
活

動
を
全
国
的
に
す
す
め
る

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
建
交
労
は
、

全
労
連
の
確
認
・
提
起
を
受
け
て
「
能

登
半
島
地
震
」
被
災
者
支
援
カ
ン
パ
の

と
り
く
み
を
１
０
日
に
開
催
し
た
常
任

執
行
委
員
会
で
確
認
し
、
全
国
の
仲
間

に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。
各
組
織
の

積
極
的
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
集

約
し
た
救
援
カ
ン
パ
は
、
以
下
の
金
融

機
関
の
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
手
数
で
す
が
、
振
り
込
み
し
た
組

織
は
必
ず
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
別
紙

用
紙
に
て
随
時
お
知
ら
せ
下
さ
い
。以

上

以
下
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め

現
地
入
り
し
た
北
陸
ダ
ン
プ
支
部
東
書

記
長
の
報
告
よ
り
「
５
日
の
夜
よ
り
、

珠
洲
市
に
緊
急
災
害
支
援
と
し
て
現
地

入
り
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
状

況
に
目
を
覆
い
た
く
な
る
状
況
。
ほ
と

ん
ど
の
家
が
崩
壊
し
て
、
ま
と
も
に
立
っ

て
い
る
家
屋
が
無
い
状
況
で
あ
っ
た
。

珠
洲
市
役
所
よ
り
要
請
を
受
け
、
孤
立

集
落
解
消
の
た
め
山
間
部
の
土
砂
崩
れ

に
よ
る
道
路
寸
断
箇
所
の
復
旧
を
お
こ

な
っ
た
。
孤
立
集
落
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
に
近
隣
の
方
と
非
難
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
、
緊
急
支
援
物
資
も
届
い

て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
自
分
た
ち

が
支
援
物
資
と
し
て
持
参
し
た
、
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
・
カ
ッ
プ
麺
・
水
道
水
等
を

配
布
を
お
こ
な
っ
た
。
被
災
者
た
ち
は
、

何
度
も
起
き
る
地
震
に
疲
弊
し
て
い
た
。

奥
能
登
地
域
は
、
高
齢
者
率
が
６
０
％

を
超
え
る
地
域
で
す
。
今
後
の
復
旧
に

は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
思
う

が
、
人
間
力
を
信
じ
て
今
後
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
全
国
の
皆
さ

ん
に
は
、
末
永
い
支
援
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
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ヤ
マ
ト
運
輸
が
、
ク
ロ

ネ
コ
メ
イ
ト
な
ど
配
達
業

務
を
行
う
個
人
事
業
主
と

の
契
約
を
今
月
末
で
打
ち

切
ろ
う
と
し
て
い
る
事
を

受
け
、
建
交
労
軽
貨
物
ユ

ニ
オ
ン
は
、
怒
り
の
声
を

あ
げ
ま
し
た
。
本
社
前
に

建
交
労
中
央
本
部
の
宣
伝

カ
ー
が
乗
り
付
け
、
廣
瀨

書
記
長
が
総
合
司
会
を
担

当
。
全
労
連
や
全
労
協
等
、

約
１
０
０
名
の
仲
間
が
結

集
し
連
帯
の
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。
東
京
都
本
部
か

ら
は
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

や
中
部
一
般
支
部
、
京
王

新
労
組
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
社
は
、
個
人
事
業
主
は
法
律
上
の

労
働
者
に
あ
た
ら
な
い
と
団
体
交
渉

を
拒
否
し
て
い
る
た
め
、
神
奈
川
県

本
部
高
橋
書
記
長
（
軽
貨
物
ユ
ニ
オ

ン
代
表
）
や
中
央
本
部
が
弁
護
団
と

共
に
東
京
都
労
働
委
員
会
に
申
し
立

て
を
行
っ
て

い
ま
す
。
決

意
表
明
を
行
っ

た
神
奈
川
県

本
部
伊
藤
委

員
長
、
栃
木

県
本
部
山
内

委
員
長
は

「
一
部
の
組

合
員
の
雇
用

の
問
題
で
終
わ
る
話
で
は
な
く
、
ま

た
、
１
月
末
で
収
束
す
る
話
で
も
な

い
。
ヤ
マ
ト
運
輸
が
社
会
的
責
任
を

果
た
す
ま
で
、
全
国
的
な
取
組
み
に

発
展
さ
せ
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

宣
伝
当
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
駆
け

つ
け
全
国
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
２
月
１
７
日
（
日
）
、

三
多
摩
支
部
は
第
４
９
回

定
期
大
会
を
、
三
多
摩
地

区
協
議
会
は
第
２
２
回
定

期
総
会
を
北
多
摩
西
教
育

会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

ま
し
た
。
来
賓
に
都
本
部

の
松
田
執
行
委
員
長
を
お

招
き
し
、
１
年
間
の
総
括

と
次
年
度
の
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。
生
コ
ン
、
学

童
、
競
走
、
高
齢
者
、
バ

ス
な
ど
多
く
の
業
種
が
集

う
三
多
摩
の
仲
間
は
、
お

互
い
に
業
種
を
学
び
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
課
題

を
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
い
解
決
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
三
多

摩
労
連
や
三
多
摩
春
闘
共
闘
に
地
協

と
し
て
結
集
す
る
こ
と
や
、
争
議
の

早
期
解
決
に
向
け
て
支
援
す
る
事
を

確
認
し
ま
し
た
。
三
多
摩
支
部
執
行

委
員
長
：
斉
藤
芳
和
（
三
多
摩
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
ト
分
会
）
、
書
記
長
：
小

池
享
子
（
八
王
子
学
童
保
育
分
会
）
、

三
多
摩
地
協
会
議
長
：
佐
々
木
仁

（
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
）
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全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
・
東
京
春

闘
共
闘
会
議
は
、
１
月
１
２
日
（
金
）
、

２
４
春
闘
勝
利
を
目
指
し
、
経
団
連
包

囲
行
動
を
開
催
し
ま
し
た
。
物
価
や
資

材
の
高
騰
は
国
民
生
活
を
苦
し
め
続
け

て
い
ま
す
。
高
額
な
学
費
で
学
生
の
将

来
を
奪
い
、
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
を

進
め
、
正
社
員
に
長
時
間
労
働
を
押
し

付
け
、
年
金
を
削
る
な
ど
、
労
働
者
を

は
じ
め
国
民
を
大
切
に
し
て
こ
な
か
っ

た
財
界
や
政
府
の
失
策
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
３
８
ヶ
国
中
２
１
位

と
、
統
計
史
上
最
も
低
い
結
果
と
し
て

表
れ
て
い
ま
す
。
経
団
連
は
、
内
部
留

保
５
２
７
兆
円
を
賃
上
げ
や
社
会
保
障

に
還
元
す
る
た
め
、
イ
ニ
チ
ア
チ
ブ
を

取
る
べ
き
で
す
。
怒
り
を
込
め
て
経
団

連
前
に
立
っ
た
全
労
連
の
小
畑
雅
子
議

長
は
「
賃
上
げ
は
待
っ
た
な
し
。
我
々

労
働
組
合
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
以
っ
て
た

た
か
う
。
全

国
一
律
１
５

０
０
円
の
最

低
賃
金
を
！
」

と
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、

自
交
総
連
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、

首
都
圏
青
年

ユ
ニ
オ
ン
等

の
代
表
が
、
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

建
交
労
は
中
央
本
部
を
は
じ
め
、
東

京
都
本
部
か
ら
鉄
道
東
京
地
本
や
神
田

支
部
の
仲
間
が
結
集
し
、
銀
座
を
デ
モ

行
進
し
な
が
ら
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

挙
げ
ま
し
た
。

■１月２７日(土）～２８日(日）第２５回建

交労中央委員会／幕張テクノガーデンＡ棟

■１月３１日（水）１８時半～２４国民春闘

総決起集会／なかのゼロホール

■２月 ４日（日）１３時半～第２９回東京

都本部委員会／東京トラック健保会館（半

蔵門駅・市ヶ谷駅）

■２月 ９日（金）１４時半～建設首都圏共

闘会議イエローアクション／日本教育会館

■３月 ７日（木）建交労中央行動

組合掲示板

三多摩支部第４９回定期大会

三多摩地区協議会第２２回定期総会

「
新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
明
る
く
元

気
に
！
」
２
０
２
０
年
以
来
４
年
ぶ
り

と
な
る
旗
開
き
を
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
５
６
名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し

た
。
御
来
賓
に
、
東
京
地
評
矢
吹
議
長
、

建
設
政
策
研
究
所
市
村

専
務
理
事
、
都
本
部
顧

問
東
京
法
律
笹
山
弁
護

士
、
建
設
首
都
圏
共
闘

上
間
事
務
局
長
、
首
都

圏
交
運
共
闘
林
事
務
局

長
、
中
央
本
部
山
本
中

央
女
性
部
事
務
局
長
、

日
本
共
産
党
あ
ぜ
上
都

議
を
お
招
き
し
、
御
挨

拶
頂
き
ま
し
た
。
わ
り
か
ん
歌
う
会
の

仲
間
が
ギ
タ
ー
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で

会
場
を
華
や
か
に
演
出
。
テ
ー
ブ
ル
毎

に
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。

お
待
ち
か
ね
福
引
抽
選
会
で
は
、
松
田

委
員
長
が
引
く
く
じ
引
き
の
番
号
に
大

注
目
で
す
。
当
た
っ
た
方
は
ラ
ッ
キ
ー
、

は
ず
れ
た
方
も
運
は
次
の
機
会
に
必
ず

巡
っ
て
来
ま
す
。
会
場
で
能
登
半
島
地

震
の
支
援
金
カ
ン
パ
を
募
り
、
３
５
２

７
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
健
康
で
実
り
多
き
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
１
年
間
一
緒

に
団
結
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！


